
音楽科教育 理論研修会 終了報告 

テーマ 

 豊かな感性に ときめく心を 

～互いに学び合い、高め合う多様な学習活動の在り方～ 

 （コロナ禍での授業・評価のあり方） 

日 時 令和 ４年 １月 １４日（金） 

会 場 参加者各校で Google Meetによる研修 

講 師   高倉  弘光氏 
（肩書：）筑波大学附属小学校 教諭 

参加者  28名   

 

 

 

 

 

 

研 修 会

の様子 

   コロナ禍、音楽の授業で困っていることは何かを

参加者全員で確認した。歌うこと、リコーダーを演奏

することに制限があり、評価が難しいと考えている参

加者が多かった。その後、新学習指導要領の目標を

確認し、現状では、思考力・判断力にシフトしていって

もかまわないのではないかというお話だった。 

 

 ３年生「春の小川」・「富士山」、４年生「とんび」・「ソ

ーラン節」の授業実践を紹介していただいた。 

「～しましょう。」と教えることが主になる指示ではな

く、子ども達に気づかせる言葉のかけ方の工夫、一

人一人がどう表現したいのかという思いをもつ大切さ

や楽しさを実感できる授業づくり、一度学習したことが

次の教材や次の学年に繋がっていく学びの持続性等

について、それぞれの教材でどのように子どもと対話

し、ねらいを達成していくか具体的に考えることができ

た。  

  評価については、思考・判断はワークシート等に書

いたこと、発表したことから見取るが、授業の中でやっ

たことを問うことが大切であるということだった。技能に

ついては、歌や演奏を聞き、聞きながら声をかけてい

くこと、知識は学習したことを点数化することを行って

いるということだった。 

  

 「指導要領が変わっても、技術を重視する授業が

多いのが現状で、上手に歌う、上手に演奏することに

こだわっていると、音楽という教科は必要ないというこ

とに繋がっていく。これからは、創る、表現するために

思考力を使うということが音楽という教科に求められ

ているのではないか。」というお話が印象的だった。 

 

 

ワークシートの紹介 

高倉先生の授業の様子 


